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３日間　大盛況!!
組合長・参事を先頭に福岡天神で宣伝販売



②

表
向
き
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意

　

２
０
１
５
年
10
月
に
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大

筋
合
意
」
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。　

　

し
か
し
、
そ
れ
は
表
向
き
で
決
し

て
決
着
し
た
訳
で
は
な
く
、
マ
ス
コ

ミ
を
先
頭
に
決
ま
っ
た
か
の
如
く
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

政
府
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
も
う
終
わ
っ
て
、

あ
と
は
外
国
に
負
け
な
い
攻
め
の
農

業
を
や
れ
ば
い
い
と
言
い
ま
す
。
し

か
し
、
「
重
要
五
品
目
は
守
る
」
と

い
う
国
会
決
議
の
話
に
は
触
れ
ず
に
、

次
の
対
策
、
次
の
対
策
と
言
い
な
が

ら
、
規
模
拡
大
し
て
企
業
に
農
業
を

や
っ
て
も
ら
い
、
「
輸
出
を
伸
ば
す

事
が
重
要
」
と
し
か
言
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
上
、
全
中
会
長
ま
で
も
が

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
の
反

対
集
会
な
ど
は
時
代
遅
れ
だ
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
入
っ
た
。
話

し
合
い
で
進
め
て
い
く
の
が
望
ま
し

い
。
現
に
重
要
五
品
目
で
も
成
果
は

出
た
」
と
発
言
。
バ
ラ
マ
キ
み
た
い

な
予
算
を
つ
け
た
結
果
を
自
ら
評
価

し
、
「
重
要
五
品
目
は
守
ら
れ
て
い

な
い
。
」
と
い
う
意
見
を
無
視
し
、

今
ま
で
全
国
の
代
表
者
が
闘
っ
て
き

た
事
を
否
定
し
て
い
ま
す
。

　

全
中
は
政
府
の
代
弁
者
か
と
思
う

く
ら
い
の
発
言
で
す
。

　

た
だ
、
農
協
と
し
て
の
表
向
き
は

ど
う
で
あ
れ
、
個
々
の
農
家
は
真
剣

に
怒
っ
て
い
ま
す
。
個
々
の
農
家
の

皆
さ
ん
は
そ
の
行
動
が
と
れ
ま
す
。

ま
ず
は
夏
の
参
議
院
選
挙
が
そ
の
一

番
の
行
動
で
し
ょ
う
。

准
組
合
員
規
制
と
い
う

人
質
が
あ
る
限
り

　

政
府
の
代
弁
者
と
も
と
れ
る
全
中

の
会
長
発
言
は
、
そ
も
そ
も
農
協
改

革
の
中
で
「
准
組
合
員
規
制
」
と
い

う
人
質
を
５
年
間
の
Ｊ
Ａ
の
行
動
を

見
て
判
断
す
る
と
い
う
事
が
あ
る
か

ら
で
す
。

　

だ
か
ら
、
農
協
の
自
己
改
革
と
は

言
っ
て
も
、
自
分
た
ち
か
ら
進
ん
で

農
家
・
組
合
員
の
た
め
に
や
ろ
う
と

す
る
訳
で
は
な
く
、
政
府
に
や
ら
さ

れ
て
い
る
、
政
府
に
納
得
し
て
も
ら

う
た
め
の
自
己
改
革
な
の
で
す
。

　

そ
の
改
革
の
先
に
は
農
協
を
ど
う

守
る
か
は
あ
っ
て
も
、
日
本
農
業
の

多
く
を
占
め
、
地
域
や
環
境
保
全
、

自
然
を
守
る
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
家
族
農
業
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

１
月
10
日
付
、
日
本
経
済
新
聞
で

は
、
「
全
国
の
農
協
、
再
編
で
４
割

減
を
計
画
」
と
ト
ッ
プ
で
出
て
い
ま

し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
踏
ま
え
、
そ
し
て

自
己
改
革
の
一
つ
と
し
て
計
画
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
ま
で
に
12
の
県
が
１

農
協
体
制
に
、
そ
の
他
の
県
で
も
大

き
く
統
合
し
、
６
７
４
の
Ｊ
Ａ
が
４

２
０
程
度
ま
で
減
少
す
る
と
報
じ
て

い
ま
す
。

　

組
合
員
が
主
人
公
の
農
協
は
ま
す

ま
す
組
合
員
か
ら
離
れ
て
い
く
気
が

し
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
は
じ
め
公
約
を
平
気
で

破
る
自
民
党
に
ど
こ
ま
で
も
つ
い
て

行
く
農
協
組
織
は
、
本
当
の
意
味
で

の
自
己
改
革
を
し
な
け
れ
ば
、
い
つ

ま
で
も
バ
カ
に
さ
れ
、
最
後
は
無
く

な
る
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

協
同
組
合
の
役
割
発
揮

ま
す
ま
す
重
要

　

１
月
14
日
、
小
泉
進
次
郎
自
民
党

農
林
部
会
長
は
、
「
農
林
中
金
は
要

ら
な
い
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

　

各
Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
農
林
中
金
の
役

割
は
大
き
い
の
で
す
が
、
政
府
は
知

名
度
の
あ
る
、
農
業
に
素
人
の
小
泉

氏
を
抜
擢
し
、
お
父
さ
ん
が
「
郵
政

民
営
化
」
を
強
行
し
た
よ
う
に
、
息

子
に
は
90
兆
円
の
貯
金
量
を
持
つ
農

協
金
融
を
解
体
し
、
農
協
つ
ぶ
し
を

任
せ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

協
同
組
合
と
は
何
か
、
そ
の
主
人

公
は
誰
な
の
か
を
基
本
に
据
え
、
闘

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

が
来
て
い
ま
す
。

　

農
協
の
大
き
い
小
さ
い
は
ど
う
で

あ
れ
、
協
同
組
合
の
役
割
を
し
っ
か

り
と
発
揮
す
る
事
が
生
き
残
る
道
だ

と
考
え
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
今
後

と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

政
府
追
随
の
農
協
組
織

さ
せ
ら
れ
て
い
る
「
自
己
改
革
」

代
表
理
事
組
合
長　

矢
　
﨑
　
和
　
廣



③

福
岡
天
神
で
下
郷
農
協
商
品
を
Ｐ
Ｒ

「
い
い
ん
じ
ゃ
ら
中
津
物
産
市
」
で
出
展

　

₁
月
₁₅
日
～
₁₇
日
、
中
津
商
工
会

議
所
主
催
の
﹁
い
い
ん
じ
ゃ
ら
中
津

物
産
市
＆
か
ら
あ
げ
サ
ミ
ッ
ト
ｉｎ
福

岡
﹂
が
天
神
の
福
岡
市
役
所
前
ふ
れ

あ
い
広
場
で
開
催
さ
れ
、
下
郷
農
協

か
ら
は
耶
馬
溪
牛
乳
・
あ
ま
酒
の
試

飲
販
売
や
耶
馬
溪
黒
豚
・
お
お
い
た

冠
地
ど
り
の
炭
火
焼
き
な
ど
、
安

全
・
安
心
の
農
畜
産
加
工
品
の
宣
伝

販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
中
津
市
の
協
賛

を
受
け
、
中
津
市
で
地
域
産
品
を
製

造
・
販
売
し
て
い
る
事
業
者
な
ど
約

₅0
の
ブ
ー
ス
が
出
展
、

中
津
の
物
産
を
福
岡

へ
情
報
発
信
し
新
た

な
販
路
開
拓
に
つ
な

げ
よ
う
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
₁₄
日
に
は

有
名
百
貨
店
バ
イ
ヤ

ー
等
と
の
商
談
会
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

下
郷
農
協
の
ブ
ー

ス
に
は
、
中
津
か
ら

あ
げ
の
有
名
店
に
も

負
け
な
い
く
ら
い
行

列
が
で
き
、
対
応
し

た
職
員
は
連
日
、
炭
火
焼
き
や
加
工

品
の
宣
伝
・
販
売
に
追
わ
れ
る
盛
況

ぶ
り
で
し
た
。

　

参
加
し
た
職
員
は
、
﹁
炭
火
焼
肉

を
買
わ
れ
た
お
客
さ
ん
が
美
味
し
か

っ
た
か
ら
と
知
人
を
連
れ
て
再
度
来

店
し
た
り
、
牛
乳
や
甘
酒
・
お
米
な

ど
重
い
商
品
も
た
く
さ
ん
買
っ
て
電

車
で
帰
ら
れ
る
お
客
な
ど
、
下
郷
農

協
商
品
の
優
位
性
を
改
め
て
認
識
で

き
た
。
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

に
つ
な
げ
た
い
。
﹂
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

福岡放送｢めんたいワイド｣の生放送で耶馬溪牛乳をＰＲ︵写真右）

こ
ん
に
ち
は
！ 

デ
イ
ケ
ア
元
気
村
で
す

　
１
月
₁2
日
に
渓
扇
会
６
名
の
方
が
慰

問
に
来
ら
れ
舞
踊
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
素
敵
な
着
物
や
踊
り
に

利
用
者
様
や
ス
タ
ッ
フ
一
同
魅
了
さ

れ
ま
し
た
。
坂
田
関
子
先
生
の
歌
も

あ
り
、
最
後
に
は
ス
タ
ッ
フ
も
一
緒

に
炭
坑
節
を
踊
り
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
、
デ
イ
ケ
ア
で
は
壁
画
作
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ン
ジ
で
型
を

取
り
そ
の
型
を
切
り
取
る
作
業
は
と

て
も
大
変
で
す
が
、
み
な
さ
ん
一
生

懸
命
に
作
業
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
壁
画
に
な
る
か
、
乞
う
ご

期
待
！！

デイケア最高齢の岡元セツ様。
昨年₁0月に₉₇歳になられました！！
笑顔の素敵な岡元さん、これか
らもお元気でお過ごし下さい。

診療所からのお知らせ
2月28日(日)
当番医

9:00～17:00



④

福岡市の高取保育園ひまわり組の園児から
手縫いのぞうきんを頂きました!!

毎週３回､お野菜･納豆を納品しています。これからもおいし
いお野菜をお届けできるように頑張ります!!ぞうきんは大切に
使わさせてもらいます。ありがとうございました。

下郷小学校3年生から感想文が届きました
　耶馬溪町内の小学３年生合同社会見学で地域の産業
や消費生活の様子を勉強するため、牛乳工場やふれあ
いの店に見学に来た時の感想文です｡わからないこと
があれば放課後に組合長を訪ねては質問し、最後には
「ありがとうございました」と言って帰ってました。
元気いっぱいの姿が印象的でした。
　感想文はふれあいの店の掲示板に貼っています。　
可愛らしい３年生の感想文をご覧ください。

子どもたちに耶馬溪牛乳の説明をする松本参事



⑤

「
こ
こ
は
下
郷
入
口
」
㉕  

霧
山
　
深
兵
衛

一
〇
、
そ
の
後
の
開
拓
者
た
ち

　
　
　
の
歩
み

　
下
郷
村
発
行
の
『
雲
与
橋
』

（
５
号
）
と
重
複
し
た
記
述
は
で

き
る
だ
け
避
け
て
き
ま
し
た
が
、

少
し
だ
け
以
下
の
通
り
引
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
地
元
住
民
と
の
関
係
で
は
、

「
鎌
城
の
代
表
が
、
あ
る
農
業
団

体
の
会
合
で
発
言
す
る
と
、
一
人

が
〝
開
拓
者
は
も
の
を
言
う
な
〞

と
声
を
あ
げ
る
。
そ
の
場
は
他
の

出
席
者
の
執
り
成
し
で
発
言
を
続

け
た
」
と
玉
井
さ
ん
は
顔
を
曇
ら

せ
ま
す
。
ま
た
、
武
田
さ
ん
が

「
子
ど
も
の
弁
当
は
麦
に
米
を
一

合
だ
け
入
れ
た
麦
飯
だ
っ
た
の
で

隠
し
て
食
べ
て
い
た
よ
う
だ
」
と

話
す
よ
う
に
、
開
拓
者
と
そ
の
家

族
は
様
々
な
感
情
に
揺
れ
な
が
ら

も
、
年
月
を
か
け
て
地
元
住
民
と

の
心
の
距
離
を
少
し
ず
つ
縮
め
て

き
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
「
最

近
、
地
元
の
人
か
ら
〝
あ
の
頃
は

大
変
で
し
た
ね
〞
と
い
う
声
が
か

か
り
、
気
持
ち
が
通
じ
合
う
よ
う

な
気
が
す
る
と
き
が
あ
る
」
と
河

合
さ
ん
は
い
い
ま
す
。

　
お
話
し
を
伺
っ
た
み
な
さ
ん
は

鎌
城
集
落
の
創
始
者
た
ち
な
の
に
、

語
り
口
に
は
自
負
心
の
よ
う
な
も

の
を
ま
っ
た
く
感
じ
ま
せ
ん
。
そ

の
思
い
は
、
自
ら
が
切
り
拓
い
て

き
た
も
の
を
次
世
代
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
の
難
し
さ
へ
と
向
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
以
上
、
『
雲
与

橋
』
（
５
号
）
よ
り
抜
粋
。

　
『
開
拓
30
周
年
記
念
誌
』
に
は
、

入
植
以
来
長
年
、
鎌
城
開
拓
農
協

組
合
長
と
し
て
鎌
城
の
発
展
に
尽

力
し
た
（
故
）
伊
原
正
二
さ
ん
を

偲
ぶ
中
に
〝
豊
か
な
ミ
ル
ク
の
流

れ
る
郷
づ
く
り
〞
と
い
う
言
葉
が

付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
〝
や
っ
て
み
な
、
わ

か
る
か
ら
〞
が
口
癖
だ
っ
た
」
と

さ
れ
る
先
遣
隊
長
・
（
故
）
小
林

敬
一
さ
ん
の
言
葉
に
も
、
若
い
開

拓
者
た
ち
を
温
か
く
見
守
る
よ
う

な
人
柄
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
酪
農
開
始
か
ら
約
４
年
後
の
１
９

　
そ
し
て
、
入
植
20
周
年
を
迎
え

た
１
９
７
２
年
（
昭
和
47
年
）

に
国
の
開
拓
行
政
が
打
ち
切
ら

れ
、
鎌
城
開
拓
農
協
か
ら
鎌
城
部

落
（
集
落
）
へ
と
移
行
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
下
郷
農
協
が
乙
鎌
城

を
買
収
し
、
入
植
者
を
募
集
。
１

９
７
８
年
（
昭
和
53
年
）
、
乙
鎌

城
に
５
組
が
入
植
。
こ
れ
を
も
っ

て
酪
農
・
牛
肥
育
・
養
豚
・
養
鶏

の
各
専
業
農
家
や
野
菜
、
果
樹
な

ど
の
農
家
を
含
む
一
大
生
産
拠
点

と
し
て
の
「
鎌
城
集
落
」
に
な
っ

て
い
く
の
で
す
。

　
山
林
原
野
を
開
墾
し
、
新
た
な

集
落
を
つ
く
っ
た
開
拓
者
た
ち
。

い
ま
鎌
城
の
台
地
に
立
ち
、
続
く

畑
や
遠
く
の
山
々
を
見
渡
し
な
が

ら
何
を
想
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　
河
合
和
巳
さ
ん
は
、
「
開
拓
と

は
新
し
い
も
の
を
切
り
拓
く
と
い

う
意
味
で
、
開
拓
に
誇
り
を
持
っ

て
よ
い
と
思
う
」
と
回
想
録
を
結

ん
で
い
ま
す
。 

完

５
９
年
（
昭
和
34
年
）
、
乳
出
荷
先

を
「
下
郷
農
協
」
と
し
、
こ
こ
か
ら

開
拓
者
た
ち
と
下
郷
農
協
が
共
に
歩

む
今
日
ま
で
の
歴
史
が
は
じ
ま
り
ま

す
。
私
は
昭
和
18
年
生
ま
れ
で
若
い

頃
に
下
郷
農
協
で
働
い
た
こ
と
の
あ

る
叔
母
に
会
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

鎌
城
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
「
脇
坂
さ

ん
が
馬
車
で
農
協
に
牛
乳
を
運
ん
で

来
て
、
（
鎌
城
の
人
か
ら
）
頼
ま
れ

た
買
い
物
を
し
て
帰
っ
て
い
た
よ
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
１
９
６
１
年
（
昭
和

36
年
）
電
気
工
事
完
了
、

入
植
か
ら
約
10
年
後
。
１

９
６
３
年
（
昭
和
38
年
）

水
道
工
事
完
了
、
入
植
か

ら
約
11
年
後
。
１
９
６
８

年
（
昭
和
43
年
）
各
戸
へ

の
郵
便
配
達
開
始
、
入
植

か
ら
約
16
年
後
の
こ
と
で

す
。

「開拓₃₀年のあゆみ」（₁₉₈₂・鎌城部落発行）より

「開拓₃₀年のあゆみ」（₁₉₈₂・鎌城部落発行）より

「開拓₅₀周年記念誌」（₂₀₀₂年鎌城地区発行）より



⑥



⑦

下郷農協(TEL 0979-56-2222)



⑧

開催日 集落名 担　　当　　者 開催日 集落名 担　　当　　者
理事および責任者 担当 理事および責任者 担当

３/２
㈬

津 留 ・ 杉 畑 藤田 ・・・

３/３
㈭

和 泉 原 松原 久保
随雲寺・蕨野 玉麻理事・矢﨑（愛） ・・・ 山 浦 山﨑理事・井上 ・・・
島 ・ 橋 本 松本 後藤 伊 福 松本 柳本
大 久 保 組合長・玉麻（涼） 石松 鎌 城 三上理事・玉麻（涼） 相良
奥 の 鶴 三上理事・玉麻（伸） ・・・ 江 渕 田尻理事・横山（眞） ・・・
鹿 熊 山﨑理事・横山（親） 難波 一 ツ 戸 組合長・横山（親） 中島（享）
奥 江 ・ 奥 畑 金丸理事・中島（真） ・・・ 貞 曽 金丸理事・柳井田 桑野
金 吉 中 松岡 俵 黒 法 師 神谷 原口
金 吉 上 越尾 新貝 白 土 石川理事・越尾 益永
上の原・親和 横山（眞） 中埜 両 畑 玉麻理事・藤田 ・・・
床 波 石川理事・上杉（ゆ） 森山 山 移 立花 ・・・
行広・梶ヶ原 田尻理事・立花 ・・・ 　

集落常会開催のお知らせ
集落常会を、下記の通り開催しますので、ご出席をお願いします。
開　催　日：2016年３月２日㈬・３日㈭
議　　　題：①2015年度決算見込み（概要）について 
　　　　　　②2016年度事業計画（案・概要）について 
　　　　　　③「我が家の生産計画」策定について 
　　　　　　④各部署からのお知らせについて
　　　　　　⑤その他
担当役職員：下表のとおり

（注）都合により予告なく担当者の変更を行う場合があります。ご了承をお願いします。（管理部）

　カブは、キャベツやダイコンと同じアブラナ科の野
菜です。カブは農耕が始まるよりずっと以前から利用
されていてその歴史は古く、現代の多くの品種の原点
になる野菜の一つといえます。中世のヨーロッパでは、
₁₈世紀にジャガイモが主流になるまで、カブが最も一
般的な野菜であったそうです。日本においても『古事
記』や『日本書紀』の中にカブと思われる野菜が登場
することから、古くから使われていたことが分かって
います。春の七草の一つ、スズナもカブのことです。
　カブは根を食べる野菜と思われがちですが、葉の部
分も大切です。昔はカブのことを「あおな」や「かぶ
らな」と呼んでいましたが、ここからも葉を中心に考
えられていたことが分かります。今も、葉の部分を中
心に食べる品種もあります。根の部分は淡色野菜です
が、葉の部分は緑黄色野菜に分類され、カロテンを多
く含みます。このカロテンは体内でビタミンAに変わ
り、目や皮膚の粘膜を守る重要な働きをしてくれます。
野菜に含まれるカロテンは、吸収率は低いのですが、

油脂と共に取ると吸収率が上がります。炒め物や、つ
くだ煮のようにしてご飯のお供にしても、おいしくカ
ロテンの吸収を高めることができます。
　一方、根の部分には葉酸が多く含まれます。葉酸は
成長や妊娠の正常な維持に重要な栄養で、特に妊娠中
は欠乏しやすいといわれています。またカブの根は、
炭水化物の分解を助けるアミラーゼという酵素が多く
含まれる野菜でもあります。この酵素は加熱に弱いの
で、胃腸が弱っていて消化を手助けしたいときは生で
食べることをお勧めします。
　このように、カブは一つ食べるだけで、２種類の野
菜を食べられてしまうような優れものです。根の部分
と葉の部分を無駄なく調理しておいしくいただきたい
です。

岡村麻純︵おかむら ますみ︶　₁₉₈₄年７月3₁日生まれ。お茶の水女子大学卒。大学で４年間食物科学を学び、食生活アドバイザーなどの資格を持つ。
公式ブログ：http://ameblo.jp/masumiokamura/

タ
レ
ン
ト
・
食
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
●
岡
村
麻
純カブ

食
のはなし



⑨

理
事
会
だ
よ
り

　

12
月
28
日
、
第
9
回
定
例
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
の
で
、

議
案
お
よ
び
協
議
内
容
の
一
部
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

報 

告 

事 
項
：
第
29
回
Ｊ
Ａ
大
分
県
大
会
の
開
催
結
果
概
要

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
共
済
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
点
検
結
果
の

報
告
に
つ
い
て

第
一
号
議
案
：
11
月
決
算
承
認
の
件
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
：
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
伴
う
「
個
人
情
報
保
護

に
関
す
る
規
程
類
」
の
改
定
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
：
監
事
監
査
指
摘
事
項
の
回
答
に
つ
い
て

第
四
号
議
案
：
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施
規
程
の
制
定
に
つ

い
て

・
報
告
事
項
の
第
29
回
Ｊ
Ａ
大
分
県
大
会
の
開
催
結
果
概
要

に
つ
い
て
は
、
12
月
11
日
に
大
分
市
の
農
業
会
館
で
、
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
大
分
の
今
後
3
年
間
の
取
り
組
み
方
針
を
決

定
す
る
大
会
が
約
６
５
０
名
の
出
席
で
行
わ
れ
、
下
郷
農

協
か
ら
女
性
部
・
生
産
組
織
代
表
は
じ
め
農
協
役
職
員
12

名
が
参
加
。
大
会
で
は
、
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」
「
農

業
生
産
の
拡
大
」
「
地
域
の
活
性
化
」
の
3
つ
の
基
本
目

標
を
定
め
各
議
案
を
承
認
、
そ
の
後
「
食
と
農
を
基
軸
と

し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
」
の
確
立
を
図
る
旨
の

大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

・
第
一
号
議
案
の
11
月
決
算
承
認
の
件
に
つ
い
て
は
、
事
業

利
益
５
０
０
千
円
の
計
画
に
対
し
△
１
０
、
３
５
８
千
円

で
１
０
、
８
５
８
千
円
の
未
達
と
な
り
ま
し
た
。

  

事
業
利
益
は
計
画
対
比
で
、
収
益
部
門
の
う
ち
戻
入
益

（
＊
１
）
見
込
含
の
貸
付
４
、
５
０
４
千
円
・
購
買
２
、

６
０
７
千
円
、
農
産
１
、
１
５
９
千
円
・
共
済
８
９
２
千

円
等
が
達
成
、
惣
菜
４
、
６
５
６
千
円
・
６
、
６
８
４
千

円
利
益
計
上
の
牛
乳
３
、
８
７
３
千
円
・
食
肉
３
、
６
３

３
千
円
・
診
療
所
２
、
８
４
８
千
円
・
販
売
１
、
４
０
４

千
円
等
が
未
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

・
第
二
号
議
案
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
に
伴
う
「
個
人
情
報
保

護
に
関
す
る
規
程
類
」
の
改
定
に
つ
い
て
は
、
同
法
の
開

始
に
伴
う
各
規
程
類
の
改
定
等
、
第
四
号
議
案
の
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
実
施
規
程
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
を
内
容
と
す
る
労
働
安
全
衛
生
法
の
改
正
に

伴
い
、
同
対
策
を
目
的
と
し
た
制
度
導
入
に
係
る
規
程
の

制
定
を
付
議
・
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

・
第
三
号
議
案
の
監
事
監
査
指
摘
事
項
の
回
答
に
つ
い
て
は
、

11
月
9
日
～
11
日
の
3
日
間
行
わ
れ
た
上
期
決
算
に
係
る

監
事
監
査
の
指
摘
事
項
の
回
答
（
案
）
を
付
議
・
承
認
を

受
け
ま
し
た
。

・
そ
の
他
、
10
月
度
集
落
常
会
の
組
合
員
意
見
に
対
す
る
回

答
が
理
事
会
へ
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

（
＊
１
）
：
２
０
１
４
年
度
決
算
に
お
い
て
、
貸
付
金
や
未
収
金
等
の
回
収
が

難
し
い
懸
念
先
案
件
に
つ
い
て
、
該
当
部
門
の
貸
倒
引
当
金
で
一
旦
費
用
計

上
、
そ
の
後
回
収
さ
れ
た
金
額
を
「
戻
入
益
」
と
し
て
該
当
部
門
の
収
益
に

計
上
。

（
訂
正
と
お
詫
び
）

　

『
２
０
１
６
下
郷
農
協
オ
リ
ジ
ナ
ル

カ
レ
ン
ダ
ー
』
の
７
月
掲
載
文
中
で
、

「･･･

子
豚
に
は
抗
生
剤
の
入
っ
た
人
工

乳
は
与
え
て
い
ま
せ
ん･･･

」
の
箇
所
に

つ
い
て
、
現
在
は
子
豚
の
下
痢
症
状
回
避

の
た
め
、
生
後
三
週
間
目
か
ら
約
一
ヶ
月

間
、
や
む
な
く
人
工
乳
を
与
え
る
内
容
へ

変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
訂
正
し
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

11月実績（主要部門等の事業利益対比）	 単位：千円

部門名等 計画 実績 差異
貸 付 4,034 8,538 4,504
購 買 △ 1,035 1,572 2,607
農 産 △ 104 1,055 1,159
共 済 3,409 4,301 892
惣 菜 3,650 △ 1,006 △ 4,656
牛 乳 10,557 6,684 △ 3,873
食 肉 4,692 1,059 △ 3,633
診 療 所 338 △ 2,510 △ 2,848
販 売 5,010 3,606 △ 1,404

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募

メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介

　

今
後
と
も
安
心
で
安
全
、
且
つ
新
鮮

な
食
品
の
提
供
に
邁
進
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

日
田
市　
Ｈ
・
Ｓ　
様

　

矢
﨑
組
合
長
の
お
話
は
い
つ
も
政
治

と
農
業
、
生
活
と
の
か
か
わ
り
な
ど
わ

か
り
や
す
く
て
と
て
も
為
に
な
り
ま
す
。

農
協
さ
ん
に
32
年
間
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

北
九
州
市　
Ｎ
・
Ｈ　
様

　

い
つ
も
お
世
話
様
に
な
り
ま
す
。
下

郷
の
食
材
は
20
年
以
上
食
べ
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
食
の
問
題
が
大
変
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
安
心
安
全
な
食
べ
も
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
致
し
ま
す
。

日
田
市　
Ｋ
・
Ｏ　
様

　

こ
の
他
に
も
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
安
心
し
て
食
べ
て
も
ら
え

る
商
品
を
こ
れ
か
ら
も
お
届
け
し
ま
す
。



⑩

下
郷
農
協

№
654

●
発
行
／
下
郷
農
業
協
同
組
合　
〒
871‒0431  

 
 
 
 

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
大
島
２
１
５
－
４

TEL　
0979-56-2222 

FAX 
0979-56-3117 

http:⁄⁄shop.
sim
ogonokyou.

or.
jp／
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー掲
載
中

タ
テ
の
カ
ギ

１　

物
事
が
起
こ
る
気
配　

春
の
︱
︱

３　

絵
や
文
字
を
修
正
し
た
り
書
き
足
し
た

り
す
る
こ
と

６　

鹿
児
島
県
の
南
端
に
あ
る
島

８　

た
ば
こ
と
一
緒
に
持
ち
歩
く
こ
と
の
多

い
道
具

10　

配
偶
者
の
妹
、
あ
る
い
は
弟
の
妻

11　

東
大
寺
や
︱
︱
大
社
が
あ
る
奈
良
公
園

13　

一
般
的
に
は
白
み
そ
よ
り
辛
め

14　

生
ま
れ
て
一
月
の
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
て
、

神
社
へ
︱
︱
に
行
き
ま
し
た

16　

薬
の
︱
︱
が
す
ぐ
に
表
れ
た

17　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
溶
か
す
に
は
、
じ
か

火
で
は
な
く
︱
︱
す
る
こ
と
が
多
い

ヨコのカギ
１　１月は睦月、２月は――
２　結婚して――を持ちました
３　酒を温めること
４　疲れたので――しよう
５　電子メールを数えるときにも使う言葉
７　ハイの反対語
９　日本初の国産磁器　積み出し港だった佐賀

県の地名を冠しています
11　風呂を上がるときに浴びます
12　自動車の燃料の一つ
13　バレンタインデーに伝える人もいます
14　古い杉の木などではとても太くなります
15　節分にまく物　

パ
ズ
ル
？
　
頭
の
体
操

Ｑ　

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
Ｄ
の
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

読者
プレゼント

　

ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
一
名
、
下
郷
農

協
の
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

　
応
募
締
切
は
二
〇
一
六
年
二
月
十
五
日
（
必
着
）
で
す
。

①　

ク
イ
ズ
の
こ
た
え
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

②　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

③　

下
郷
農
協
へ
の
ご
意
見
ご
要
望
な
ど

以
上
を
ご
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
の
方
は

〒
八
七
一
︱
〇
四
三
一

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
大
島
二
一
五
︱
四

下
郷
農
協　

企
画
部　

宛

Ｆ
ａ
ｘ
の
方
は
〇
九
七
九
︱
五
六
︱
二
八
八
九

＊
個
人
情
報
は
他
社
へ
の
開
示
は
一
切
し
ま
せ
ん
が
当

選
者
の
み
紙
面
で
公
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
月
号
の
こ
た
え　
「
カ
ン
ツ
バ
キ
」

当
選
者　
北
九
州
市　

樋
口　

信
子　

様

11
月
号
の
数
独
２
１
２
出
題
・
解
答
お
よ
び
当
選
者
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

解
答
は
次
号
で

《
数
独
の
ル
ー
ル
》

①
空
い
て
い
る
マ
ス
に
、
１
か
ら
９
ま
で
の
数
字
の
ど

れ
か
を
入
れ
ま
す
。
。

②
タ
テ
列
（
９
列
）
、
ヨ
コ
列
（
９
列
）
、
太
線
で
囲

ま
れ
た
３
×
３
の
ブ
ロ
ッ
ク
（
そ
れ
ぞ
れ
９
マ
ス
あ

る
ブ
ロ
ッ
ク
が
９
つ
）
の
い
ず
れ
に
も
１
か
ら
９
ま

で
の
数
字
が1

つ
ず
つ
入
り
ま
す
。

数
独
（
す
う
ど
く
）

　

ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
一

名
、
下
郷
農
協
の
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い

た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

当
選
者
の
お
名
前
は
次
号
で
発
表
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

応
募
締
切
は
二
〇
一
六
年
二
月
十
五
日

（
必
着
）
で
す
。

①　

ク
イ
ズ
の
こ
た
え　

数
字
の
合
計

②　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

③　

下
郷
農
協
へ
の
ご
意
見
ご
要
望
な
ど

以
上
を
ご
記
入
の
上
、

ハ
ガ
キ
の
方
は

〒
八
七
一
︱
〇
四
三
一

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
大
島
二
一

五
︱
四

下
郷
農
協　

企
画
部　

宛

Ｆ
ａ
ｘ
の
方
は

〇
九
七
九
︱
五
六
︱
二
八
八
九

＊
個
人
情
報
は
他
社
へ
の
開
示
は
一
切
し

ま
せ
ん
が
当
選
者
の
み
紙
面
で
公
表
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

十
二
月
号
の
こ
た
え

　

Ａ
・
６　

ʙ
・
８　

Ⓒ
・
５　

当
選
者

　

宮
崎
県　

継
松　

敏
夫　

様

　

農
協
商
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
重
枠
に
入
っ
た
数
字
の

合
計
は
い
く
つ
？

ＱＱＱ


